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（1） 注文種別

■新規注文 Open Order

成行注文 Market Order

指値注文 Limit Order

逆指値注文（成行注文執行） Stop Market Order

逆指値注文（指値注文執行） Stop Limit Order

MIT注文 Market in Touched order

■決済注文 Close Order

成行注文 Market Order

損切注文（逆指値注文） Stop Market Order

利食注文（指値注文） Limit Order

2



3

買い成行注文
許容スリッページ5ピップス
＠113.60のとき、買い成行注文
＠113.65以下で成行注文を執行する

（1）の1 成行注文

お客様が注文価格を指定せずに、通貨ペア、取引数量、売買の別のみを指定する注文方法です。
注文が当社サーバーに到達し、カバー取引が成立し、お客様の注文を約定処理する時点の価格に
基づき約定します。
成行注文につきましては、あらかじめ当社所定の許容スリッページが設定されていますが、お客
様が許容できるスリッページ幅に基づき設定を変更することが可能です。

成行注文の注文例



（1）の2 指値注文

買い指値注文は、お客様の指定した価格以下で買い、売り指値注文はお客様の指定した価格以上で売る
注文方法です。

指値注文の即時執行価格帯
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売り指値注文の
即時執行価格帯

買い指値注文の
即時執行価格帯



（1）の2 指値注文

買い指値注文は、お客様の指定した価格以下で買い、売り指値注文はお客様の指定した価格以上で売る
注文方法です。

指値注文の注文例
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売り指値注文
＠113.70の売り指値注文
＠113.70以上になると、
＠113.70の売り指値注文を執行する

買い指値注文
＠113.50の買い指値注文
＠113.50以下になると、
＠113.50の買い指値注文を執行する



（1）の3 逆指値注文

逆指値注文は、あらかじめ執行の条件となるトリガー価格を指定して行う注文で、あらかじめお客様の指
定したトリガー価格以上となった場合に買う、又はあらかじめお客様の指定したトリガー価格以下となった
場合に売る注文方法です。
.
逆指値注文の即時執行価格帯
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売り逆指値注文の
即時執行価格帯

買い逆指値注文の
即時執行価格帯



（1）の3 逆指値注文（成行注文執行）

逆指値注文は、あらかじめ執行の条件となるトリガー価格を指定して行う注文で、あらかじめお客様の指
定したトリガー価格以上となった場合に買う、又はあらかじめお客様の指定したトリガー価格以下となった
場合に売る注文方法です。
.
逆指値注文（成行注文執行）の注文例
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売り逆指値注文（成行注文執行）
＠113.50売り逆指値注文
＠113.50以下になると、
売り成行注文を執行する

買い逆指値注文（成行注文執行）
＠113.70の買い逆指値注文
＠113.70以上になると、
買い成行注文を執行する



（1）の3 逆指値注文（指値注文執行）

逆指値注文は、あらかじめ執行の条件となるトリガー価格を指定して行う注文で、あらかじめお客様の指
定したトリガー価格以上となった場合にお客様の指定した価格以下で買う、又はあらかじめお客様の指定
したトリガー価格以下となったお客様の指定した価格以上で売る注文方法です。
許容スリッページを超えるとき、約定しません。許容スリッページを加減した指値注文として残ります。
.
逆指値注文（指値注文執行）の注文例
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売り逆指値注文（指値注文執行）
許容スリッページ10ピップス
＠113.50の売り逆指値注文
＠113.50以下になると、
＠113.40の売り指値注文を執行する

買い逆指値注文（指値注文執行）
許容スリッページ10ピップス
＠113.70の買い逆指値注文
＠113.70以上になると、
＠113.80の買い指値注文を執行する



売りMIT注文の
即時執行価格帯

買いMIT注文の
即時執行価格帯
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（1）の4 MIT注文（指値注文執行）

MIT注文は、お客様があらかじめ執行の条件となるトリガー価格を指定して行う注文で、当社の提示価格
がお客様が指定したトリガー価格に到達した際に、指定したトリガー価格に許容スリッページを加算又は
減算した価格で指値注文を発注します。買いのMIT注文は、お客様の指定した価格に許容スリッページを
加算した価格以下で買い、売りのMIT注文はお客様の指定した価格に許容スリッページを減算した価格以
上で売る注文方法です。
許容スリッページを超えるとき、約定しません。許容スリッページを加減した指値注文として残ります。.

MIT注文（指値注文執行）の即時執行価格帯



（1）の4 MIT注文（指値執行）

MIT 注文は、お客様があらかじめ執行の条件となるトリガー価格を指定して行う注文で、当社の提示価格
がお客様が指定したトリガー価格に到達した際に、指定したトリガー価格に許容スリッページを加算又は
減算した価格で指値注文を発注します。買いのMIT注文は、お客様の指定した価格に許容スリッページを
加算した価格以下で買い、売りのMIT注文はお客様の指定した価格に許容スリッページを減算した価格以
上で売る注文方法です。
許容スリッページを超えるとき、約定しません。許容スリッページを加減した指値注文として残ります。.

MIT注文（指値注文執行）の注文例
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売りMIT注文（指値注文執行）
許容スリッページ10ピップス
＠113.70の売りMIT注文
＠113.70以上になると、
＠113.80の売り指値注文を執行する

買いMIT注文（指値注文）
許容スリッページ10ピップス
＠113.40の買いMIT注文
＠113.40以下になると、
＠113.50の買い指値注文を執行する



（2）の1 ポジションの統合（同一銘柄の同一方向）

ポジションの統合は、同一銘柄のポジションを1つのポジションに統合する注文です。同一銘柄の同一方
向のポジションを統合したとき、1つのポジションに合算されます。

同一銘柄の同一方向の統合例
ドル円買い2000ドル＠113.503のポジションとドル円買い1000ドル＠113.567のポジションを統合したとき、
ドル円買い3000ドル＠113.524のポジションに合算されます。
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（2）の2 ポジションの統合（同一銘柄の反対方向）

ポジションの統合は、同一銘柄のポジションを1つのポジションに統合する注文です。同一銘柄の反対方
向のポジションを統合したとき、1つのポジションに相殺されます。

同一銘柄の反対方向の統合例
ドル円買い2000ドル＠113.581のポジションとドル円売り1000ドル＠113.551のポジションを統合したとき、
ドル円買い1000ドルのポジションに相殺されます。
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（3） BID注文とOFFER注文

BID 注文は、お客様が買値と取引数量を指定し発注する買い指値注文です。また OFFER 注文は、お客
様が売値と取引数量を指定し発注する売り指値注文です。BID 注文及び OFFER 注文は、指定した価格、
あるいはそれよりも良い価格で取引する際に利用されます。

BID注文の注文例
GBP/JPY（ポンド円）
ベスト・ビッド - ベスト・アスク
149.802 – 149.817

買い指値＠149.810
板情報に反映されない。

BID注文＠149.810
板情報に反映される。
149.810 – 149.813
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（4） トレール注文

相場変動に連動して損切注文（逆指値注文）のレート水準をお客様があらかじめ設定した条件に
基づき自動的に調整する注文方法です。

トレール注文の注文例
ドル円買い2000ドルに損切注文＠113.000（トレール注文10ピップス）を設定したとき、
設定時の基準値から10ピップス以上の上昇のたびに損切注文が再設定されます。
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当社主催のセミナーにおける留意点

 本セミナーはデューカスコピー・ジャパンが主催するセミナーです。セミナーにおきましては、当社取扱商品等の簡単な紹介・
説明及び口座開設の勧誘をさせて頂く場合がございます。

 会場型セミナーの場合は、ご来場のお客様にお取引関連資料をお配りさせて頂く場合がございますので、予めご了承の上、
ご参加下さい。

 またこれらのセミナーは、投資判断の参考となる情報の提供を目的として開催するものです。投資方針や時期選択等の最
終決定はご自身で判断されますようお願いいたします。

FX取引に関する重要事項

 店頭外国為替証拠金取引（FX取引）は、お預けになった証拠金以上のお取引額で取引を行うことが可能である為、利益を
得られる可能性がある反面、預託証拠金以上の損失を被る可能性があり、元本が保証された取引ではございません。

 FX取引は為替相場の変動や金利差等により損失が生じる可能性がございます。
 FX取引では、損失の拡大を未然に防止する為、ストップ機能（お客様による任意設定機能）やロスカット機能が準備されてお

りますが、損失の限定を保証するものではなく、取引対象となる通貨の価格の急変動等によっては、預託証拠金以上の損
失を被る可能性があります。

 必要証拠金額は①個人のお客様：取引金額の4% ②法人のお客様：金融先物取引業協会が算出した通貨ペア毎の為替リス
ク想定比率を取引金額に乗じて得た額以上が必要であり、対象通貨ペア及び時間帯により金額が異なります。

 取引手数料は、取引金額100万円当たり片道最大35円となり、取引の都度、取引口座から徴収されます。
 提示する売付価格と買付価格には価格差（スプレッド）があり、スプレッドは相場の急変、流動性の低下等により拡大する可

能性があります。
 注文発注時に指定したレートと実際の約定レートに相違（スリッページ）が生じる場合があります。
 ポジション保有状況によりロールオーバーされる通貨ペアは、清算価格にスワップポイント相当額の付与もしくは支払調整し、

翌営業日の建値に加味されます。通貨ペア対象国の金利動向により付与調整が支払調整、もしくは売買共に支払調整とな
る場合があります。

 取引開始にあたっては契約締結前交付書面を熟読し、取引の仕組み、取引条件及びリスクについて十分にご理解いただい
た上で、ご自身の判断と責任においてお取引いただくようお願い致します。


